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新
年
門
松
絵
札
短
冊
を

各
戸
配
布
し
ま
し
た
。

（
若
干
予
備
有
り
ま
す
）

国
際
交
流
２
０
１
６

産
業
交
流
部
会

月

日
（
土
）
、
柘
植
地
域
に
在
住
の
外
国

11

19

の
方
々
と
の
文
化
交
流
を
目
標
に
、
市
民
セ
ン

タ
ー
で
恒
例
の
「
国
際
交
流
事
業
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

地
元
金
属
精
密
部
品
会
社
（
株
）
伊
藤
精
工

で
勤
務
す
る
ベ
ト
ナ
ム
・
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
外
国

の
方
々

名
、
地
元
の
県
立
あ
け
ぼ
の
学
園
高

13

校
の
先
生
と
生
徒
６
名
を
加
え
て
合
計

名
が

45

参
加
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
こ
れ
ま
で
と
は
趣
向

を
変
え
、
「
防
災
＆
日
本
文
化
」
と
設
定
し
て
取

組
み
ま
し
た
。

最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
日
本
の
伝
統

で
あ
る
「
ゆ
か
た
」
を
外
国
の
み
な
さ
ん
に
着

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
ゆ
か
た
姿

で
昔
の
貴
族
の
あ
そ
び
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

「
投
扇
興
」
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

か
ん
た
ん
な
よ
う
で

奥
の
深
い
ル
ー
ル
が
あ

り
、
参
加
者
全
員
、
思

わ
ぬ
日
本
文
化
の
新
発

見
で
し
た
。

そ
の
後
は
、
世
界
地

図
を
見
な
が
ら
、
地
元

バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
の
グ

リ
ー
ン
リ
ー
ブ
ス
に
よ

る
演
奏
と
ボ
ー
カ
ル

で
、
世
界
の
音
楽
を
味

わ
い
な
が
ら
、
「
疑
似

世
界
旅
行
」
を
楽
し
み

ま
し
た
。

加
え
て
、
飛
び
入
り

で
あ
け
ぼ
の
学
園
高
校

の
生
徒
や
ベ
ト
ナ
ム
の

方
に
よ
る
お
国
の
歌
も

交
え
て
コ
ン
サ
ー
ト
は

盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
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柘
植
地
域

発
行

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

（
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

三
重
県
伊
賀
市
柘
植
町
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六
四
七
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地

〒

五
一
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四
〇
二
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Ｘ

四
五
・
八
八
八
三

発
行
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二
〇
一
六(

平
成
二
十
八)

年
十
二
月
十
五
日
（
木
）
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お
昼
前
（

時

分
頃
）
に
、
和
歌
山
県
南

11

50

部
を
震
源
と
す
る
震
度
１
の
地
震
が
あ
り
ま
し

た
。
偶
然
と
は
い
え
、
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
参
加
さ
れ
た
外
国
の
皆
さ
ん

に
、
柘
植
地
域
の
防
災
の
取
組
み
や
避
難
方
法

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
と
と
も
に
防
災
食

を
食
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
女
性
部
会
員

が
心
を
込
め
て
作
っ
た
特
製
お
で
ん
で
、
参
加

者
全
員
で
団
ら
ん
の
場
を
持
ち
ま
し
た
。
（
防
災

食
は
伊
賀
市
総
合
危
機
管
理
室
の
提
供
）

午
後
に
は
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

好
み
の
品
を
そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ッ
ト
し
て
い
ま
し
た
。

閉
会
に
際
し
、
産
業
交
流
部
会
長
で
あ
り
国

際
交
流
事
業
実
行
委
員
会
の
佐
藤
孝
一
委
員
長

が
、
「
本
日
参
加
し
た
一
人
ひ
と
り
が
、
日

本
と
ベ
ト
ナ
ム
や
ボ
リ
ビ
ア
と
の
懸
け
橋
に

な
り
ま
し
ょ
う
」と
の
言
葉
に
よ
り
、
楽
し
か
っ

た
催
し
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

反
射
材
や

目
立
つ
色
を

生
活
環
境
部
会

月
９
日
（
金
）
午
後
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
伊
賀

12
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
、
生
活
環
境
部
会
が
共
催

で
高
齢
者
の
交
通
安
全
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
減
少
し
て
い
た

が
、
今
年
に
な
っ
て
増
え
て
お
り
、
三
重
県
は

月
交
通
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言

１０を
出
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者

の
事
故
が
多
く
、
全
体
の
約
６
割
が

歳
以
上
の
高
齢
者
と
の
こ
と
で
す
。

６５
加
齢
に
伴
っ
て
い
つ
の
間
に
か
判

断
力
や
視
力
の
低
下
が
進
み
、
思
わ

ぬ
所
で
事
故
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
特
に
冬
場
の
夕
暮
れ
時
、
歩
く

時
は
必
ず
反
射
材
を
着
け
、
黒
・
緑

・
青
な
ど
の
服
装
で
は
な
く
、
遠
く

か
ら
で
も
目

立
つ
白
い
服

装
が
良
い
よ

う
で
す
。

ま
た
夜
間
、

自
動
車
の
ラ

イ
ト
は
上
向

き
が
基
本
と

の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

「
し
ぐ
れ
忌
」
を
終
え
て
…

山
出
区
し
ぐ
れ
忌
協
賛
事
業
実
行
委
員
会

月

日
（
土
）
午
前
９
時
半
～
山
出
区
萬

11

12

壽
寺
に
て
、
百
名
を
超
え
る
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
「
し
ぐ
れ
忌
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ー

ラ
ス
「
ユ
ー
」
に
よ
る
『
芭
蕉
讃
歌
』
の
合
唱

に
始
ま
り
、
芭
蕉
翁
顕
彰
会
会
長
（
西
田
誠
さ

ん
）
の
開
式
の
言
葉
な
ど
に
続
き
、
落
合
住
職

に
よ
る
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
尾
家
の
墓
碑
に
献
花
、
境
内
で

は
、
山
出
区
女
性
部
に
よ
る
甘
酒
と
お
茶
の
も

て
な
し
が
あ
り
、
温
か
い
甘
酒
に
「
こ
れ
が
楽

し
み
で
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
」
と
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

本
堂
で
は
岡
本
市
長
の
挨

拶
の
後
、
伊
賀
文
化
産
業
協

会
専
務
理
事
、
福
田
和
幸
さ

ん
に
『
横
光
利
一
の
中
の
芭

蕉
と
俳
句
』
と
題
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

利
一
自
作
の
俳
句
も
資
料

と
し
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
芭
蕉
翁

二
百
年
遠
忌
の
「
手
向
集
」
や
柘
植
小
児
童
の

絵
手
紙
の
展
示
、
山
出
区
有
志
に
よ
る
菊
花
と

寄
せ
植
え
展
が
小
春
日
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

今
年
は
協
賛
事
業
の
一
環
と
し
て
『
芭
蕉
さ

ん
の
こ
こ
ろ

ふ
る
さ
と
の
想
い
』
と
い
う
小

型
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
製
し
、
皆
さ
ん
に
お

渡
し
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ふ
れ
あ
い
農
業
ま
つ
り
で

黒
豆
「
あ
ん
ま
き
ち
ゃ
ん
」好
評
販
売

特
産
品
創
出
事
業
実
行
委
員
会

月

日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
に
前
川
育
苗

１１

２３

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第

回
農
業
ま
つ
り
。

１７

今
年
は
ま
ち
協
か
ら
特
産
品
「
柘
植
の
黒
豆

に
よ
る
あ
ん
ま
き
」
な
ど
の
出
品
を
行
い
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

新
戦
力
と
な
る
ホ
ッ
ト
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
写

真
）
に
よ
り
、
作
り
た
て
の
よ
う
な
ほ
か
ほ
か

の
状
態
を
キ
ー
プ
で
き
、
結
果
、
あ
っ
と
い
う

間
に
完
売
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

月
３
日
に
は
野
村
圃
場
に
て
刈
取
、
続
く

12日
に
は
前
川
育
苗
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
脱
穀

１０

を
し
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
で
借
り
た
脱
穀

機
を
使
っ
て
、
あ

け
ぼ
の
学
園
生
徒

も
含
め

名
で
作

15

業
を
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
機
械

に
黒
豆
の
枝
な
ど

が
詰
ま
り
や
す
い

の
で
時
間
を
区
切

っ
て
清
掃
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
し
て
い

る
様
子
で
す
。

月

日
（
土
）
に
は
、
正
月
用
煮
豆
に

１２

２４

適
し
た
黒
豆
を
市
民
セ
ン
タ
ー
で
販
売
予
定
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
問
い

合
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
予
約
を
い
た
だ

い
た
方
の
分
は
必
ず
用
意
し
ま
す
。
（
後
日
文
書

等
に
て
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
）

一
般
販
売
は
当
日

の
午
後
１
時
～
３
時

で
す
が
、
予
定
数
を

超
え
た
場
合
は
終
了

し
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

柘
植
地
域
に
住
む
一
員
で
あ
る
私
が
、

地
元
を
コ
ー
ス
と
す
る
こ
の
大
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
レ
ー
ス
は
、
距
離

キ
ロ
、
標
高
の

４５

累
計
が
２
５
０
０
メ
ー
ト
ル
と
い
う
本
格

的
な
コ
ー
ス
で
す
。

ス
タ
ー
ト
し
て
霊
山
を
越
え
る
と
柘
植

の
在
所
に
…
。
小
さ
い
頃
か
ら
住
み
慣
れ

た
ま
ち
で
す
が
、
こ
の
日
は
い
つ
も
と
は

違
う
景
色
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

道
角
で
誘
導
し
て
く
れ
る
地
元
の
人
た

ち
の
声
援
が
、
さ
ら
に
私
の
気
持
ち
を
高

ぶ
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
（
エ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
で
は
、
か
た
や

き
や
養
肝
漬
お
に
ぎ
り
な
ど
で

疲
れ
も
癒
さ
れ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
６
時
間

分
５５

秒
と
い
う
記
録
で
無
事
に
ゴ
ー
ル
す
る

２８こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
は
参
加
者
も
沿
道
の
応
援
も
さ
ら

に
盛
り
あ
が
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

梅
田
英
明
（
野
村
区
在
住
）
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特
集
柘
植
地
域
の

公
共
施
設

その９ 柘植放課後児童クラブ<スマイルキッズ>
電話 0595-45-2818

場所は、市民センター近くの住宅地にあり、平成16年に改修した木造２階建ての

民家を利用しています。スマイルキッズは平成17年に開設され、現在はNPO法人

ふれあいステーション都美恵が受託運営しています。

開館時間は、柘植小学校の下校時間～午後６時（春・夏・冬休み等は朝８時～午

後６時）、休館日は土・日・祝日と8/13～15、12/29～1/3です。

日によって利用人数は違いますが、現在、登録者は１～６年生まで23人います。

もともとが民家ですので、アットホームな雰囲

気があります。また都美恵神社や柘植小学校など

のそばにあるため外遊びもメニューにあり、利用

者の子どもたちは楽しく過ごしています。

地
域
の
身
近
な
相
談
者

月
１
日
か
ら
３
年
任
期
で
新
た
に
就
任
さ

１２
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）
。
各
区
な
ら
び
に
柘

植
地
域
の
た
め
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

岡
鼻

西
口
教
則

東

小
林

中
住
洋
子

柘
植
青
葉
台

中
邦
子

中

上
町

清
水
節
子

下
町

西
村
郁
子

北

倉
部

岡
島
秀
夫

小
杉

増
岡
茂
樹

山
出

佐
々
木
嘉
久

南

前
川

堀
忍

上
村

中
島
公
子

西

野
村

梅
澤
一
美

中
柘
植

宮
島
千
惠
子

主
任
児
童
委
員

中
島
好
美
（
山
出
）

民
生
委
員
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
選
任
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
区
か
ら
の
推
薦
な
ど
に
よ
り
、

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
「
市
と
の
基
本

協
定
書
」
に
基
づ
い
て
推
薦
し
て
お
り
ま
す
。

〇
●
事
務
局
だ
よ
り
●
〇

▼

月
２
日
に
ふ
る
さ
と
会
館
い
が
で
開
催
さ
れ
た
差
別
を
な

12
く
す
い
が
ま
ち
の
集
い
で
紹
介
の
あ
っ
た
作
品
を
右
記
に
ま
と

め
ま
し
た
。
▼
年
末
を
控
え
事
務
局
よ
り
反
省
２
点
。
▼
①
今

年
度
予
定
し
て
い
ま
し
た
『
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
改
定
は
進
捗

の
目
途
が
立
た
ず
、
来
年
度
に
回
す
こ
と
に
。
②
保
育
園
跡
地

利
活
用
の
件
も
調
整
に
時
間
を
要
し
そ
う
で
す
。
▼
と
も
あ
れ
、

サ
ル
年
か
ら
ト
リ
年
へ
。
ニ
ワ
ト
リ
は
飛
び
回
り
ま
せ
ん
が
、

古
来
よ
り
時
を
告
げ
る
人
間
の
身
近
で
大
切
な
存
在
。
そ
ん
な

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。（
西
田
方
計
）
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2016年度人権作品（柘植地域の小中学生分）

作 文 市長賞『自分を点検していくこと』小学生の部

柘植小学校６年 松浦剛士さん

優秀賞『自分を見つめることから～毎日が人権学習』

柘植中学校３年 八幡優花さん

標 語 佳作『辛い時 友の言葉 心の支え』

柘植中学校３年 稲靏未来さん

入選『伝えよう 自分の気持ち はっきりと』

柘植小学校５年 谷口咲月さん

ポスター 入 選

柘植小学校６年 川口あかねさん 柘植中学校３年 松山歩生さん


